
 

第 185回ラドテック研究会講演会 
 

期  日：2024年 6月 14日（金） 13：00～16：00 

  会  場：東京理科大学神楽坂キャンパス 1号館 17階 記念講堂  

  主  催：一般社団法人ラドテック研究会 

協  賛：一般社団法人近畿化学協会・一般社団法人色材協会・合成樹脂工業協会 

一般社団法人日本接着学会・フォトポリマー懇話会 

一般社団法人有機エレクトロニクス材料研究会    （予定 順不同） 

 

 

＜プログラム＞                             敬称略 

１） 13：00～13：40（質疑応答含む） 

「光架橋反応により創成される有機無機ハイブリッド材料の機能性と応用」 

京都工芸繊維大学 松川 公洋 

有機無気ハイブリッド材料は、機能性コーティングへの活用が期待されている。本講演では、シ

ルセスキオキサンや無機ナノ粒子を含んだハイブリッド材料において、光架橋による薄膜合成

とそれらの応用展開について紹介する。 

 

２） 13：40～14：20（質疑応答含む） 

「有機/無機エピタキシャル界面の創出と機能化」 

大阪公立大学 髙橋 雅英 

ゾルーゲル法は溶液経由で無機材料や有機-無機ハイブリッド材料を作成できることから，ナノ

構造を制御することとあわせて機能性向上の有力な手段となっている。本講演では、ゾルーゲル

法を用いて、有機/無機界面制御による金属有機構造体のエピタキシャル成長や配向ナノ多孔構

造を利用した機能付与について解説する。 

 

 14：20～14：40 休憩 

 

３） 14：40～15：20（質疑応答含む） 

「パルス紫外光を用いるセラミックス薄膜の光結晶成長と界面制御技術」 

国立研究開発法人産業技術総合研究所 中島 智彦 

フレキシブルデバイスや MID などの低耐熱性樹脂・金属基材へセラミックス機能を付与するた

めパルス紫外光利用は一つの優良解となる。講演では光結晶成長を用いたセラミックス薄膜の

高速オンデマンド形成技術及び異種材料接合技術について紹介する。 

 

４） 15：20～16：00（質疑応答含む） 

「光硬化用の新材料の開発と応用」 

TRONLY 株式会社 張 学龍 

光硬化は硬化速度が速く、硬化温度が低く、成膜性能が良く、安全で環境に優しいという特徴が

あり、ますます幅広い分野に応用されている。光硬化技術の開発では、高感度、高解像度、長波

長活用、低黄変、低臭気、低移動性、低毒性などのニーズが光硬化材料の継続的な発展を推進し

てきた。強力新材(株)【Tronly(株)】は、新しい開始剤、増感剤、モノマー、樹脂その他の光硬化

材料の持続的な開発を通じて、フリーラジカル硬化、カチオン硬化、およびハイブリッド硬化技

術の一連のソリューションを提案している。 

 

16：00～17：00 定時社員総会 

17：00～18：30 懇親会  会場：La Prosciutteria (東京都新宿区神楽坂 2-11-7 AY2ビル 1F) 

 

※プログラムは変更になる場合がございます。

 


